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“The Tale of Taketori” had been w
ritten in early H
eian period, greatly influencing on 
m
any classics and stories.  H
ow
ever w
e can’t see those books and scrolls m
ade before 
the end of the 16
th century.   In Edo era the classics and stories becam
e m
ore popular by 
adding visual im
ages.  “The Tale of Taketori” also began to be painted as illustrated 
books, N
ara pictorials, picture scrolls, especially those picture scrolls using 
beautiful binding and vivid pigm
ents, are know
n as extrem
ely gorgeous.  
 D
espite there are m
any picture scrolls of “The Tale of Taketori” w
ritten in early and 
m
id. Edo era, there are few
 studies through the A
rt H
istory. T
his study analyzed O
kina 
and O
una’s expressions and functions that never have been studied before by rem
arking 
on picture scrolls of “The Tale of Taketori.” W
ith the com
parison of both texts and 













































































て非常に親身になっ 世話をする様子が語られる一方で、貪欲さを持つ人物としても語られている。それは御門が登場し、翁にかぐや姫の入内を要請する場面で顕著となる。翁はかぐや姫 入内 固辞する意思を尊重しながらも、姫の入内と引き換えに、翁に官位 与えるという御門の提案に心が揺 ぐ様子が このように翁には、かぐや姫の婚姻を懸命に世話 献身的な父 いう役割を持つ一方で 御門の言葉に心をゆさぶられ、官位に目が眩む いう貧欲な性格を持ち合わせた人物として語られているのである。　
こうした翁に対し嫗は、詞書においてかぐや姫を献身的に世話する様









絵を伴う冊子である。単色の版本であることから、比較的安価で手に入り、テキストと絵を同時に楽しむことができるため庶民にも親しまれたと考えられる。その題材は仏教の経典から、説話や軍記物など多岐にわたる。中には慶長十三年（一六〇八）に制作された『伊勢 語』 （嵯峨本）といった、詳細に描き込まれた豪華な絵入り も見られる。なお、一般には絵入り版本が制作される際、 木の系統が絵屋によって分 れるのに対し、 『竹取物語』に関しては元禄五年（一六九二）に登場したもの以降、全て同じ版木を基 制作され、全十二図が挿入さ ていも共通している。　『竹取物語』の絵入り版本の描写において注目すべきは、翁・嫗・か
ぐや姫の配置、嫗の装束である。　
まず配置に注目すると、 三者が揃って描かれている場面は計九図あり、
挿絵の半数以上にのぼることが分かる。次に嫗の服装に注目すると、裕福になる前【図１】では、嫗の髪 短く褶姿で描かれているのに対し、家が裕福になると、嫗は長髪の十二単姿 描かれるようにな 【図２】 。こうした三者の配置や 装束 変化は、奈良絵本や絵巻の《竹取物語絵》にも共通して見ることが き それは絵入り版本に た『取物 』のイメージが、広く普及していたことを意味してい と考えられるのである。②奈良絵本　
奈良絵本は肉筆で制作され、絵屋で販売されていた比較的入手しやす







































絵巻を鑑賞する際に、紙面を巻きとる 行為が、特別な思いや願いを巻物の中に込めた という願望と直接結びついたと考えら るからである。このような思いから、巻物 経典や縁起を残す形態に選ば 、寺社に奉納されたので な だろ か。こ らを勘案すると、 《竹取物語絵巻》 にも何らか 願いが込め れて制作された可能性が考えられよう。　
以上、物語の形態に注目し、絵入り版本、奈良絵本や絵巻の比較を通






































に描かれているのは、かぐや姫の前では御門 さえも、他 男 と同様の存在であることを示していると考えられる。つまり月からやってきたかぐや姫の前では、地上の最高権力者も、単な 一人の男性であることを示している ではな だろうか 一方 と御門が並ぶ姿は、理想の夫婦や恋人の姿と捉えることも可能であり、この先の物語において 御門が「こころざし」を得て ぐや姫と 絆を結ぶ いう未来を暗示し いるとも考えられる。③かぐや姫　
絵では主に成長したかぐや姫が豪華な邸内で暮らす姿が描かれるもの









ぐや姫を画面の上部に配することで、姫が特別な力を有しているということを示唆しているものと考えられる。御門との対面の場面にお て、二者が画面の上部 並ぶように描かれていることを考えるならば、 は御門と同等の地位を持つ人物であ かのようである。つまり視覚的イメージにおいてかぐや姫は、その配置によって登場人物たちとの 関係があからさまに表わされているのである。④翁・嫗　
翁は先述した通り、 詞書の中で官位に執着する卑俗さが語られている。









差異がみられたのは翁と嫗である。 《竹取物語絵巻》では、詞書以上翁と嫗の表象が され しかも 側に侍る姿が何度も画面描かれていることから、翁・嫗・ ぐや姫を、揃った姿で画面に視覚化しようとしたものと考え れる。　
そこで次節では《竹取物語絵巻》に、常に翁・嫗・かぐや姫 三者





















ずれも泣くような動作を見せていないことが分かる。 このよう 描写は、絵巻や奈良絵本が祝儀本として制作されたため 、別れを悲しむ仕草は晴の場に相応しくないと判断されたためと指摘されている
22。つまり、
悲嘆や別離の表現を避けた は、祝儀本に相応しい、喜ばしい内容の絵巻にするためであったと解釈しているのである。これは 《竹取物語絵巻》の制作目的を考える上で重要 指摘であ 。　
さらに「到来」図で注目できるのは、武田氏旧蔵本【図
16】などに描







詞書では、かぐや姫が には翁・嫗がおり、月には父母がいることを語っている。つまり、先に述べた《竹取物語絵巻》を婚礼調度と解する説に従うならば、かぐや姫が地上を振り返るのは、まさに娘が父母である翁・嫗の元を離れる寂しさを表していると解釈できよう。そこで、改めて翁・嫗の姿に注目す と、 を見送る二者は、姫との別 に悲嘆する姿で描かれ ことが分かる。このような姿で二者の様子を描いたのは、娘と別れる間際に至る で 寄り添う父母の を強調するためであったと解することができる。　
以上のことから、 月の使者の場面が「到来」図で描かれている場合は、



















に婚礼調度には、 「親と娘」 関係性 視覚化するこ で、親子の親密さを示すものが存在した。このように考え と、 《竹取物語絵巻》の親子像のイメージにも、同様の意味を見出すことができよう。娘の結婚の
ために《竹取物語絵巻》を注文した親もまた、翁・嫗・かぐや姫の姿に「親と子」の強い絆を見出したのであろう。　
婚礼調度としては、蒔絵が施された実用品だけでなく、屏風や絵巻、



















れる。そのような物語が、主に中世から近世にかけ、物語の享受者の層が広が と共に、翁と嫗が豊かになる物語の方に焦点が当てられるようになり、 『福富草紙』や『大黒舞』と同様の庶民の致富譚とし 受容されるようになったと考えられる。画面を詳しく見ると、翁邸が寝殿造風の佇まいとなり、 かぐや姫や嫗が十二単 着用し、 女房が描 れるといった、富の象徴 もいえ モチーフが描き込まれてい ことが分かる。これらは父母が富むという致富譚を強調し、その娘が幸せな婚礼を迎え物語へと、視覚的な物語を新たに作りだすためであった 考えられる。　
江戸時代において、雅な王朝幻想を抱かせる物語は、特に婚礼調度に









れる。これらはどれも豪華 装飾が施され濃彩で描か いるため、祝儀本として相応しい作品と えよう。　
このように《竹取物語絵巻》が祝儀本の題材として選ばれたのは、先
述したように致富譚であることや、王朝貴族のような暮 ぶりであること、さらに美貌や知性の かぐ 姫が、御門を含む高位の男性 ら求婚されるテーマが好まれ、視覚化すること できたからだと考えられるが、これらの理由だけで選ばれたのではない 考える 節でも明らかになったように、主人公のかぐや姫と、翁・嫗との三者の親密な関係
を描くことができる物語であったことも、その理由として挙げられる。特に翁・嫗・かぐや姫が揃って描かれていることは重要であり、このような表現は、 「初音」と同様「親子」の絆を視覚化するのに相応しいとみなされ、 祝儀本としての《竹取物語絵巻》の表現に 選択されたと考えられる。　
以上《竹取物語絵巻》が、婚礼調度として受容された理由について検
討してきた。調度品には、絵巻や屏風などの書物を設えることも重要であったことから、王朝物語や致富譚ともいえる『竹取物語』 祝儀に相応しい内容とみなされ選択されたのだろう。特に《竹取物語絵巻》には、翁・嫗・かぐや姫の三者を揃って 、繰り返し行われていた。これは翁・嫗・かぐや姫の姿には、祝儀本として《竹取物語絵巻》を注文し嫁ぐ娘に贈った父母 、その絵巻を贈られる娘の姿とを重ね合わせることができるからである。　
では、 《竹取物語絵巻》に描かれるモチーフには、他にどのような祝
儀に相応しい表現が見られるのだろう 。次節で 改めて月 使者の「到来」の構図や、 かぐや姫の「昇天」の構図を挙げて検討していきたい。（四） 《竹取物語絵巻》に描かれる天人の意味　
月の使者は「到来」あるいは「昇天」の場面に登場する。これらの場
















図の天人の表象には、楽器 団扇 ど、各諸本によ て描かれるモチーフが少しずつ異なってい ものの
33、天人が雲に乗った姿で描かれる点
は全てにおいて共通してい という。つまり月の使者の場面では、雲が必須のモチーフとして描かれている である。しかしこの場面には、 翁 ・嫗・かぐや姫の別離も同時に描かれている。 は縁起の良い雲 乗 天人の表象が、別離という悲しい場面に描かれ のは、なぜだろうか。　
先に見たように、本物語は別離の悲しみが語られているものの、もと





たかぐや姫と別れ、悲しむ翁・嫗 様子は、大切に育てた娘が他家へと嫁ぎ、実家を離れる惜別と、結婚を祝福する父母の気持ちを重ね合わせることができるのであ 。また詞書においてかぐや姫が「月の都の人にて父母あり」と語 こ も、他家の義理の父母を想起させよう。　
さらに他家へと嫁ぐ娘の表象を考える上で、この「昇天」の場面に登















家へと嫁ぐ娘とそれを見守る父母の姿を示した場面に、吉祥の雲に乗る天人の姿を描くこ は、娘の婚姻を祝福し、幸せを願う親の気持が表されていると考えられる。つまり「到来」図や「昇天」図には、娘を吉祥の雲に乗せ、他家へと送り出したい 親 気持ちが込められているのである。　
またこのようなイメージを、絵巻という形態に仕立てたことも重要で
ある。祝儀本を注文した親が、娘への想いや幸せを願う気持ちを込めるに相応しい形態として、 「絵巻」を選択したと考えられるからである。　《竹取物語絵巻》には、幼いかぐや姫が翁・嫗と共に暮らす場面から、やがて姫が成人し、月へと帰る場面までが順に描かれている。鑑賞者として想定される娘も、かぐや姫の姿と自身を重ね、そ て翁・嫗の姿と父母の姿を重ねたのではないだろうか。 そして他家 と嫁 だ もまた、絵巻に込められた親の想いを感じ取りながら、 開き鑑賞したのではないだろうか。　以上の検討により、 《竹取物語絵巻》は、祝儀本として相応しい絵巻




が繰り返し描かれているが、これは「父母と娘」の絆を強調して描くための工夫であると考える。さらに月の使者が描かれた場面には、様々な意味が込められており、翁と嫗の元を離れるかぐや姫には、実家を離れ他家へと嫁ぐ娘の姿が重ねられるとともに、娘の高潔さもまた表されていたことが窺われる。またそのような場面 、雲に乗った天人を描き加えることで、奇瑞 雲に乗せて他家へ 娘を送り出した 両親の願いが込められていると推測した。そし 絵巻という形態 描い のは、娘の幸せを願う親の気持ちを込め に相応しいという考察を導きだした。　
以上の考察により、 《竹取物語絵巻》には、詞書に記された物語以上






































 曽根誠 「かぐや姫と竹取翁」 、同注
5、二七頁。
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 『竹取物語』は多くの物語に影響を与えたとされるのに対し、遺品が少ない物語である。その理由を徳田進氏は、 『竹取物語』が一般化しすぎてしまったために価値が薄れ、現存が少なくなってしまったと指摘している。つまり流布しすぎため、失われた作品が多いと思われるのである 有名な物語でありながら、そ絵画が美術史で注目されなかったのは、 『竹取物語』が陳腐な昔話と捉えられたことに加え、十六世紀以前 作品が残っていないことによるとも考えられる。徳
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誠一「 『竹取物語』 「唐人と対面する貴公子図」を読む―奈良絵本・絵巻の図絵と物語本文の乖離を通して―」 『文学・語 』 （ 一七 、二〇一六年十二月。
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 かぐや姫の「女」の身」 『 ︿新しい作品論﹀へ、 ︿新し
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 文学史と国語教育研究 交差』 、右文書院、二〇〇三
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 日本文学論究』 （四） 、二〇一一年十二月、二〇頁。
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 本稿では主に内裏、宮中（や貴族邸） 舞台に、天皇や皇子、貴族などと貴族女性や姫との 愛をめぐる物語と定義する。
 
29 　
 《竹取物語絵巻》が祝儀に相応しい絵巻といわれるのは、江戸時代の国学者である多田義俊（一六九八―一七五〇）の『秋斎間語』に基づいている。多田は『竹取物語』を、 『宇津保物語』 『伊勢物語』と共に、 「是十語五草とて嫁入りの具り
 集棚にかざるなり」としているように、婚礼に相応しい調度として認めていた




 雲に乗った天人が笛や笙 吹くものは、 《雲中供養菩薩像》 （平等院鳳凰堂 平安時代） も見られ、古くからあったイメージであることが分かる。
31 　
 皿井舞「平安時代中期における光背意匠の転換―等院鳳凰堂阿弥陀如来像光背おける雲文の成立を中心に―」 『美術史』五一（二） 、二〇 二年三月。
32 　



















































































































図 2　同図 1　絵入り版本　10 丁ウ　部分
図 5　九曜文庫旧蔵本　絵巻　上巻第二段　全図　17 世紀後半　個人蔵




























図 15 － 2　同　部分







図 18 － 1　《初音の調度》　硯箱　蓋表
1639 年　徳川美術館
図 18 － 2　同　部分
《竹取物語絵巻》研究
（48）77





図 20 － 1　諏訪市博物館本　内箱図 20 － 2　同　下巻第三段　全図
図 19 － 2　同　巻物台、巻物箱
日本女子大学　人間社会研究科紀要　第 26 号
76（49）
図 23 － 1　武田氏旧蔵本　絵巻　下巻第五段　全図
図 22　九州大学所蔵本　絵巻　下巻第二段　部分
図 23 － 2　同　部分
《竹取物語絵巻》研究
（50）75
